[bookmark: _t2zissu7oq6]領域11　安全/防御（類１　感染）
[bookmark: _k4f0vboye58]看護診断
感染リスク状態
＜定義＞病原体が侵入し増殖しやすく、健康を損なう恐れのある状態
[bookmark: _fdo63m2o46le]期待される結果
・感染予防行動をとることができる（手洗い、含嗽など）
・免疫についての知識を得て、感染から身を守ることができる
・感染の原因について認識し、感染予防行動をとることができる
最終評価日　　　　年　月　日　次回評価日　　　　年　月　日
[bookmark: _hrfxupm7zxj3]決定根拠
[bookmark: _7y8357l4485r]看護計画（OPーTPーEP）
OP
・バイタルサイン
・皮膚・粘膜の状態（全身、口腔粘膜、陰部、肛門ほか）
・血液検査データ（WBC、好中球、CRP、赤沈）
・微生物・細菌検査データ
・喀痰の量・性状
・ガーゼ汚染の有無（汚染の性状）
・総部の状態（発赤、腫脹、熱感、疼痛）
・チューブ、カテーテル類挿入部位の状態、排液量、性状
・体位交換の状況
・易感染となる薬剤投与の有無
（抗がん剤、免疫抑制剤、副腎皮質ステロイドなど）
・易感染となる器具使用の有無
（人工呼吸器、吸引カテーテル、ネブライザー、気切カニューレなど）
・検査所見（X線）
・喫煙状況
・その他
TP
・清潔援助
（入浴、清拭、シャワー浴、手浴、足浴、洗髪、
陰部洗浄、口腔ケアなど）
・カテーテル、チューブ類の挿入部位や創部の処置を行う
・環境整備をおこなう（換気や清掃）
・栄養、水分補給を促す
・高カロリー、高蛋白質の摂取を奨励する
・体位交換、マッサージを行う
・薬剤管理をおこなう
・その他
EP
・感染予防に関する指導を行う
（含嗽、手洗いの指導、食事内容の指導）
・清潔保持、面会制限、手洗い、マスク使用の理由について説明する
・カテーテル、チューブ類、創部が清潔に保持できるように指導する
・指示された薬は必ず時間通りに内服するように指導する
・その他

